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４年連続増益、最高益を更新　４年連続増益、最高益を更新　
～～営業利益３６０億円を達成営業利益３６０億円を達成～～
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Copyright© 2006 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.－2－

＜発＜発表表目目次＞次＞

Ⅰ．２００６年３月期　決算概要

Ⅱ．２００７年３月期　業績予想

Ⅲ．データ集
四半期業績の推移　　　　　　　　　　　　
主要製品群別売上高の動向　　

ハイライト
偏差説明
経営成績
損益計算書
貸借対照表　　

業績予想
基本方針
地域別売上高
研究開発/設備・事業投資計画
主要事業別戦略　　

（半導体製造装置）
（液晶関連装置）
（円板・ヘッド関連製造装置）
（ライフサイエンス）
（チップマウンタ）
（商事品）　　

４
５
６
８
９

１１
１３
１４
１５

２９
３０

１６
２０
２４
２５
２６
２７



Copyright© 2006 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved.－3－

Ⅰ．２００６年３月期　決算概要
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２００６年３月期決算ハイライト

　（ 注）前回予想は、２００６年１月の第３四半期決算発表時の見通しです。

売 上 高 8,883

金　　額 前年度比

営業利益

経常利益

当期利益

　 360

　351

　192

▲ 5%

＋20%

＋36%

＋28%

＋5%

＋23%

＋29%

＋18%

前回予想比

（金額：億円）
２００６年３月期決算　

①全項目で予想値を上回る

② 営業利益・経常利益・当期利益は４年連続増益、過去最高値を更新

③ 借入金を全額返済、連結無借金を達成

④ 日立ハイテク創立５周年を記念して、記念配当を実施

　　　一株当たり年間配当金を25円に（記念配当5円）
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対前年度比較

　　　1.  売上高　　（９,３６９億円→ ８,８８３億円　▲４８６億円）

　　

　

　　　２． 営業利益 （３００億円→ ３６０億円　 　　 ＋６０億円）

　　　　

　
　
　　　　＊営業利益増加額には、円安効果６億円、コスト低減３４億円を含む

Ⅰ．２００６年３月期 　決算概要

【２００６年３月期決算の偏差説明】

・ 家電製品

・携帯電話等向け半導体デバイス

・液晶プロジェクタ等の光学部品

・医用分析装置　

▲２５７億円

▲２２１億円

▲１２１億円

＋１１２億円

・液晶製造装置

・ ＨＤ製造装置　　　　　　

・ 医用分析装置

＋８億円

＋２０億円

＋２５億円
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0

5,000

10,000

０４実績 ０５予想 ０５実績

先端産業部材 情報エレクトロニクス

ライフサイエンス 電子デバイスシステム

【売上高】
（億円）

９,３６９
８,８８３

８,４３０
前年度比
（▲５％）

２,２９３

　８３９

３,０９８

３,１３９

２,１６０

７９０

２,５２０

２,９６０

　（注）０５予想は、２００６年１月の第３四半期決算発表時の見通しです。

Ⅰ．２００６年３月期　決算概要

２００６年３月期決算経営成績

米国向け家電製品の減少等により前年比5％減

２,２８０

８５３

２,６１５

３,１３５

（▲１％）

（＋２％）

（▲１６％）

（▲０％）
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先端産業部材 情報エレクトロニクス

ライフサイエンス 電子デバイスシステム

（億円）

【営業利益】

（億円） （億円）

【経常利益】 【当期利益】

２９３
３００

前年度比
（＋２８％）

１９８

　５５

　１７

　３０

１８５

　６５

　１６
　２５

２５９
２７２

３５１

１５０
１６３

１９２

　（注）０５予想は、２００６年１月の第3四半期決算発表時の見通しです。

前年度比
（＋３６％）

前年度比
（＋２０％）

Ⅰ．２００６年３月期　決算概要

２００６年３月期決算経営成績

過去最高益を更新

２２４（＋１３％）

　８８（＋６１％）

１６（▲１０％）

３３（＋８％）

３６０

0

100

200

300

400

０４実績 ０５予想 ０５実績
0

100

200

300

400

０４実績 ０４実績０５予想 ０５予想 ０５実績０５実績
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損益計算書

Ⅰ．２００６年３月期　決算概要

１５０

２４４

９４

２５９

▲１４

３００

２６

６７

１，２６６

９６６

９，３６９

８，１０２

０４年度

実績

４２２８．３１９２当 期 純 利 益

５３

１１

２１．７

１１．７

２９７

１０５

税 前 純 利 益

法 人 税 等

のれん代償却▲２１、事業整理損失▲１４

９２

▲４０

３５．８

－

３５1

▲５４

経 常 利 益

特 別 損 益

たな卸資産評価損▲２１

６０

８

▲２４

２０．１

３０．２

▲３６．２

３６０

３４

４３

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

貸倒引当金繰入損▲１４

４４

▲１６

３．５

▲１．７

１，３１０

９５０

売 上 総 利 益

販 管 費

▲４８６

▲５２９

▲５．２

▲６．５

８，８８３

７，５７３

売 上 高

売 上 原 価

主　な　増　減　要　因
前年度比

増　減　額

前年度比

増減率
（％）

０５年度

実績
科　　目

（億円）
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貸借対照表
　　　　　　　　　　　　借入金を完済し、無借金に

Ⅰ．２００６年３月期　決算概要

２５３４，５７８
負債・資本

合　計
２５３４，５７８

資　産　

合　計

２００１，９３４資本合計

有価証券評価益　　２２

８

―

１６３

３６

４７

７９

１，７８９

６５

少数株主持分

資本金

利益剰余金

その他

３０

▲２０

▲５２

１０３

９６９

５４６

４３

３８０

固定資産

　有形固定

　無形固定

　投資他

４５２，５９８負債合計

▲１３

▲１２

０

２８４

２７０

１４

固定負債

　退職給付

　その他

　

５８

１７３

▲９９

８

　▲２４

２，３１５

１，８２０

―

２７２

２２２

流動負債

　買掛金等

　短期借入金

　未払費用

　その他

２２３

▲１４９

２５２

▲１

２２

▲１６

４

９５

１１

６

３，６１０

３１２

２，３８２

１

５９１

１６３

２１

１２５

４７

▲３２

流動資産

　現金預金

　売掛金等

　有価証券

　棚卸資産

　繰延税金

　前渡金

　関係会社預け金

　その他

　貸倒引当

増減要因
前年度末
増減額

０６／３負債・資本増減要因　
前年度末
増減額

０６／３資　産

（億円）

栄研化学株式　　　 ３０
前払年金費用　　　 ３７
有価証券評価差額３５

　　　

　のれん代　　 　▲３９　　

日立プーリング

借入金返済　　　
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Ⅱ．２００７年３月期　業績予想
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0

5,000

10,000

０４実績 ０５実績 ０６業予

先端産業部材 情報エレクトロニクス
ライフサイエンス 電子デバイスシステム

【売上高】
（億円）

２００７年３月期業績予想

０６年度は電子デバイスシステムを除き前年比減収

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

９,３６９
８,８８３

前年度比
（▲２％）

２,２９３

８３９

３,０９８

３,１３９

８,７１０

（注）期初予想は、それぞれ03年度・04年度決算発表時点の数値です。

２,２８０

８５３

２,６１５

３,１３５

（＋３％）

（▲１３％）

（▲２％）

（▲３％）

期初予想

７４０

２,５７０

３,０５０

２,３５０
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（億円） （億円）

【経常利益】 【当期利益】

２００７年３月期業績予想

電子デバイスを中心として前年比減益

（億円）

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

前年度比
（▲１５％）

２９８

２５９

３５１

0

100

200

300

400

０４実績 ０５実績 ０６業予

前年度比
（▲６％）

１８２
１９２

期初予想

１５０

０５実績０４実績 ０６業予

0

100

200

300

400

先端産業部材 情報エレクトロニクス

ライフサイエンス 電子デバイスシステム

【営業利益】

３００

１９８

　５５

　１７
　３０

３６０

前年度比
（▲１２％）

２２４

　２６（▲２０％）

　２０（＋２５％）

　８２（▲７％）

３３

１６

８８

３１８

１９０（▲１５％）

0

100

200

300

400

０５実績０４実績 ０６業予

（注）期初予想は、それぞれ03年度・04年度決算発表時点の数値です。

期初予想期初予想
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営業利益

360億円

売上高

8,883億円

基本方針

市場の伸びを上回る高成長企業の実現に向けて

基本方針

①自社製品の高収益化
　　・ 新製品の早期導入による
　　　　 シェアの拡大

　　・　原価低減の推進

②商事品の事業拡大

　　・　高付加価値ビジネスの推進
　　・　新市場の開拓による
　　　　 グローバル展開の加速

構成比率

＜０６業予＞＜０５実績＞

＜営業利益率の推移＞　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　自社製品　　９％　　　　　　→　　　　　　１０％
　　商事品　　　 １％　　　　　　→　　　　　　　１％

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

売上高

8,710億円

営業利益

318億円

自社製品
33％

商事品
67％

商事品

自社製品

商事品

自社製品

商事品

自社製品

24％

76％

70％

82％

30％

18％
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0

2,000

4 ,000

6 ,000

8 ,000

10 ,000

12 ,000

０４実績 ０５実績 ０６業予

地域別売上高

（億円）
【当社地域別売上高推移】

　　

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

１．新興地域の開拓（インド、ベトナム、ロシア）

　　　・ インド、ベトナム、ロシアの拠点設立による
　　　　　新ビジネスの新規開拓

２．重点顧客密着型ビジネスの推進

　 ・ 海外重点顧客との共同開発推進による
　　　　　製品開発

３．商事品Out-to-Outビジネス（海外仕入/海外販売
　　　ビジネス）の拡大

　　　・ 先端産業部材を中心とした最適地調達力の発揮

４．海外販売会社とサービス会社の統合

　　　・ 顧客満足度の向上

（５１％）

アジア

欧州

北米

日本

（海外売上高比率）

（４９％）（５２％）

中国
大陸
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0

100

200

０４実績 ０５実績 ０６業予

0

100

200

０４実績 ０５実績 ０６業予

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

研究開発/設備・事業投資計画

【研究開発費】

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

■設備・事業投資の内容

＜設備投資＞
　・ 自社製品部門における設備増強と生産建屋増築

＜事業投資＞
　・ 栄研化学に３０億円出資（０５年度）
　・ 商事部門：市場開発費、商権獲得のための出資、
　　　　　　　　 製造資産貸与

【設備・事業投資額】

・ 半導体製造装置： １３％

・ ライフサイエンス： ９％

（億円）

売上高比率

■主要製品の研究開発費売上高比率（０６業予）

設備投資事業投資

（億円）

■研究開発費（０６業予）

　　・ ０５年度比　９％増額

（％）
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半導体製造装置（市場予測）

０６年は評価・検査装置の市場が拡大

0

100

200

300

400

０４年 ０５年 ０６年

【半導体製造装置市場】　（W/W）

（売上ベース）

（億US$）

6.8

32.1
44.5

-12.9

0.2

55.3

-16.5

58.0

-19.1
-40

-20

0

20

40

60

80

０４年 ０５年 ０６年

【半導体製造装置市場（前年比伸び率）】

（％）

前工程

３７２

３２４

　（出所）ＳＥＭＩのデータ(05/5）を基に当社にて作成

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

前工程

２３４

２１９

２６２

評価・検査

３２５

全体
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０４実績 ０５実績 ０６業予

0

500

1,000

1,500

2,000

０４実績 ０５実績 ０６業予

半導体製造装置（受注高の推移と製品別売上）

エッチング装置、測長ＳＥＭ等の回復で、０６年度は売上増
【当社製品群売上高推移】（億円）【受注高（単独）（半期別）】　

（％）

　前年度比

プロセス

評価解析

後工程

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

１.プロセス　

　① エッチング装置は、05年度国内外投資の抑制で減少

　　　06年度は、米国大手メーカ向けが急回復し、売上増

　② ASML露光装置は、05、06年度とも大幅売上増

２．評価解析　

　① 測長SEMは、05年度市場全体の抑制で大幅に落ち込んだが、

　　　シェアは維持。06年度は新技術、新機種投入等で売上増

　② 検査装置は、製品の立ち上げにより、05、06年度とも伸びが加速

　③ 解析装置は、05、06年度ともすべての装置で着実に売上増

３． 後工程　

　① ダイボンダ中心に05年度は、韓国・台湾地域向けが好調、

　　　W/Wトップシェアを獲得。06年度も好調継続で高水準の売上確保

（＋６％）

＋９％

（＋１５％）

（▲９％）200

400

600

800

０４／上 ０４／下 ０５／上 ０５／下 ０６／上 ０６／下

【受注高（単独）（前年度比伸び率）】

　

（億円）

（＋５％）

（▲３％）

（＋７０％）

＋６％

　前年度比
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半導体製造装置（地域別売上）

顧客との良好なパートナーシップ構築により、Ｗ/Ｗ売上増を目指す

（億円）
【当社地域別売上高推移】

日本

韓国

中国大陸
台湾地域

米州・欧州

【06年度地域別戦略】

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

（４２％）

９％

（１０％）

（▲２０％）

（３％）

＜日本＞　〔市場は若干減、検査・評価装置は伸長〕

　① 大型投資顧客への提案営業、共同開発の推進

　② 半導体以外の分野への拡販（解析装置）

　　　

＜韓国＞　〔市場は微増〕
　①評価装置は大手顧客のニーズに対応し、デファクト・

　　　スタンダードを目指す
　②エッチング装置は新プロセス向けに新規参入を図る

＜中国大陸・台湾地域＞〔市場は増加、検査・評価装置伸長〕
　① ファンドリ・メーカへの積極拡販

＜米州・欧州＞　〔市場は微増、検査・評価装置は大幅増〕
　①大手顧客との共同開発推進、エッチング装置・暗視野

　　　検査装置を拡販
　②東欧・ロシア等の新市場へ解析装置を販売

　前年度比

（▲１４％）

（２％）

（１８％）

（１１％）

６％

　前年度比
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半導体製造装置（事業戦略）

新技術・新製品投入により、シェア拡大を目指す

①エッチング装置は、「新工程・新材料対応」により、

　　最先端顧客への拡販を図る

②測長ＳＥＭは、次世代機の投入とシステムの差別化により

　　トップシェアを堅持

③光学式検査装置は、暗視野式検査装置を中核として着実に

　　市場の認知度を高める

④レビューＳＥＭは、６５～４５ｎｍ製品を投入し、シェア拡大を図る

⑤ ＦＥ-ＳＥＭは、半導体および先端材料、自動車業界等のナノテク
　 市場への深耕でトップシエアを堅持

Ⅱ．２００７年３月期業績予想
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0

2,000

4,000

6,000

０４年 ０５年 ０６年

当社関連装置市場

液晶関連装置（市場予測）

０５年はマイナス成長なるも、０６年は横バイ

【液晶製造装置市場】 【液晶製造装置市場（前年比伸び率）】

（億円）
（％）

５，６１４

５，０５０ ５，０５０

　（出所）（06/1）ＳＥＡＪのデータを基に当社にて作成

Ⅱ．２００７年３月期 業績予想

当社関連装置市場

全体
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（＋２％）

（▲３７％）

（＋２％）

▲３％

（▲３１％）

（＋５５％）

（＋１６％）

＋１％

液晶関連装置（受注高の推移と製品別売上）

０６年度売上は前年度とほぼ同一水準で推移

【当社製品群売上高推移】　
（億円）

検査装置

ホトリソ

　前年度比

Ⅱ．２００７年３月期 業績予想

100

200

300

400

０４／上 ０４／下 ０５／上 ０５／下 ０６／上 ０６／下

【受注高（単独）（半期別）】（億円）

-9

102

7

-25

0

25

50

75

100

125

０４実績 ０５実績 ０６業予

【受注高（単独）（前年度比伸び率）】（％）
１．ホトリソ工程製品のうち、ウエットプロセス装置は韓国
　　メーカと競合し売上減少するが、新型露光装置・
　　プロセス変革に対応した新製品の投入などにより、
　　０５年度水準を上回る

２．全体投資規模は０５年度と同等であるが、大型化に伴い
　　ライン本数が減少するため、検査装置の売上は減少

３．液晶テレビの伸びに伴い、実装設備が０５年度水準を
　　上回る　　　　

　前年度比

0

300

600

０４実績 ０５実績 ０６業予

セル・実装
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0

300

600

０４実績 ０５実績 ０６業予

液晶関連装置（地域別売上）

日･台・韓から中国大陸、更には東欧などへの生産シフトが加速

【当社地域別売上計画】
（億円）

１ ．中国大陸への生産シフト

① 台湾地域、韓国、国内メーカの中国大陸への

　　　 進出が加速（０５年度比１１４％）

② 後工程の実装装置のみならず、前工程の

　　　 中国大陸展開が進行

③ 中国大陸も上海、深セン、北京など拠点が拡散

２ ．液晶テレビの欧州地区販売増加を見越し、

　　 東欧地区へ進出顧客の計画に備える。

　　 ０６年度後半売上予定

中国大陸

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

（０％）

（▲６％）

（▲１８％）

（▲１４％）

（＋１１４％）

▲３％
＋１％

（＋４５％）

（▲２４％）

（▲３０％）

（＋７６％）

　前年度比 　前年度比

台湾地域

その他

韓　　国

日　　本

（　－　）
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液晶関連装置（事業戦略）

顧客ニーズに応える事業の展開

　１．液晶業界の動向を睨んだ戦略的受注の確保

　　　① トップメーカとのパートナーシップの拡大

　　　② 顧客生産拠点のグローバル化への対応

　２．プロセス変革に対応した新製品の投入と拡販

　　　① インクジェット応用製品、マスクレス露光装置

　　　② ブラックマトリックス対応の露光装置

　　　③ 大型テレビ対応の実装装置

　３．海外生産なども視野に入れた原価低減の推進

Ⅱ．２００７年３月期業績予想
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０４年 ０５年 ０６年

当社関連装置市場

円板・ヘッド関連製造装置（市場予測と事業戦略）

ＨＤＤの増産基調が継続し、円板・ヘッド事業が拡大

【円板・ヘッド製造装置市場】

【円板・ヘッド装置市場（前年比伸び率）】

１．海外営業体制強化による売上拡大

２．ノンＰＣ分野向け小径対応装置のラインアップ
　　　　　　　　
３．垂直磁気記録方式以降の新技術に対応した
　　 次世代装置の開発と先行投入

　　　

（億円）

（％）

14

42
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34

14

0

20

40

60

０４年 ０５年 ０６年

　

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

（出所）当社にて作成

【当社製品群売上高推移】

１,１４２

１，４７０

１，２８２
ヘッド検査装置

サブストレート
検査装置

円板特性
検査装置

円板プロセス
装置

（億円）

【事業戦略】

（▲５２％）

（＋２９％）

（＋１３％）

（＋２６％）

＋１１％

　前年度比

当社関連装置市場

全体

（▲２６％）

（＋１００％）

（＋７％）

（＋８７％）

＋３８％

　前年度比
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０４年 ０５年 ０６年 ０８年

(億円)

感染症

その他

遺伝病

がん診断

ライフサイエンス（製品別売上と事業戦略）

創薬・遺伝子診断市場への対応強化

Ⅱ．２００６年３月期決算発表

【０６年度市場予測】

　１．汎用分析市場が飽和・伸び悩み、
　　　創薬・診断分野への移行が活発化

　２．遺伝子診断・ＰＯＣＴ(＊)市場は急成長

　３．アジア市場（特に中国大陸向け）が伸長

→市場は年率２０％
　　の急成長

＊POCT：その場検査(Point of Care Test)

４．新形生化学・免疫分析システムシリーズの
　　 継続投入による更なるシェアアップ
　　　　・ ロシュ社とのパートナーシップ強化

《遺伝子検査市場予測》
　 （　）内の数値は対０5実績増減比率

0

500

1,000

０４実績 ０５実績 ０６業予

(億円)

【売上高推移】

８３９

医　用

ﾊ　ﾞｲ　ｵ

商事品 （▲６０％）

（＋１４％）

（▲８％）

▲１３％

８５３

【事業戦略】

１．タンパク質解析用ＬＣ／ＭＳの機能向上と拡販

２．遺伝子解析装置の応用分野拡大

　　　・ ＡＢ社とのパートナーシップ強化

３．栄研化学との業務提携

　　　・ 装置と試薬のシステム販売

　　　・ 遺伝子検査等新分野への参入

７４０

自　社
製　品
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ターレット モジュラー 多機能

0

800

1,600

０４年 ０５年 ０６年

チップマウンタ（市場規模と事業戦略）

モジュラーマウンタの拡販

【ハイエンド機種市場規模】

【当社製品群売上推移】　

（億円）

Ⅱ．２００７年３月期 業績予想

（出典：日本ロボット工業会データを基に当社にて作成）

（億円）

【２００５年度実績】

１．設備投資余剰感が解消。特にデジタルAV業界が伸長

２．０４年に投入したモジュラーマウンタが伸長

【２００６年度事業戦略】

１．伸長分野、伸長地域（中国大陸）へのリソース重点投入

２．モジュラーマウンタGHXシリーズの高機能化／開発促進

３．新規顧客獲得によるシェアアップ

日本

北米・欧州

アジア(除く
中国大陸）

中国大陸

【地域別売上高比率】

　　　　05実績　　　　　　　　　　　　　06年業予

デジタルAVとカーエレクトロニクスが市場を牽引

２６％

３９％

　２５％

　　１０％

　　１０％

４９％

　　２７％

　　１４％
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商　事　品

グローバル成長市場への重点拡販

１．当社商事品重点4市場

　　　自動車、デジタル家電、通信、半導体

２．各セグメント間の連携により、重点市場における

　　　原材料から設備までのトータル・ソリューションの提供

３．最先端商品・新ビジネスモデルの開発推進

　　＜自動車分野＞

　　　・ 調達ソリューション・ビジネスのW/W展開

　　　・ 電池等部品組立装置

　　＜デジタル家電分野＞

　　　・ 製造設備貸与（投資）による大手家電メーカ向け

　　　　　大型フラットパネル・ＴＶ用部材拡販

　　　・ 高精細、ホームネットワーク市場向け画像処理チップ

　　＜通信分野＞

　　　・ 米国大手キャリア向け携帯電話端末

　　　･ 大手携帯電話メーカ向け半導体（LCDドライバ他）、

　　　　リチウムイオン電池

　　　・ 光通信部材、ワイアレス・チップ

　　＜半導体分野＞

　　　・ シリコン ウエハ、ＢＧＡ基板

Ⅱ．２００７年３月期業績予想

【０６年度部門別売上構成】

　　２．顧客市場別売上構成　

【商事品事業戦略】

　１．商品別売上構成

自動車

10%

通　　信

27%

半導体

8%

その他

29% デジタル家電

26%5,200
億円

生産
システム

ＩＴ

ｿﾘｭｰｼｮﾝ

電子

デバイス

工業材料

電子材料

半導体
製造装置

液晶
製造装置

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ

6,１00億円
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Ⅲ．データ集
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四半期業績の推移

Ⅲ．データ集

５６
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１１０

２，２７４

０５年２Ｑ

６７

１４１

１３５
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２０２６５１２６当　期　利　益

５０４４８１５５経　常　利　益

４７６３７９７８営　業　利　益

１，９７５２，３０８２，１５５２，５１２売　　上　　高

０５年１Ｑ０４年４Ｑ０４年３Ｑ０４年２Ｑ

８１６

６８５

１９７

４６４

０５年３Ｑ

７６０

６９５

２１２

６０７

０５年２Ｑ

７１４

５４２

１９６

５２３

０５年１Ｑ

８４５

６９３

２４９

６８６

０５年４Ｑ

７３９７７５８１８８０７先端産業部材

６８７６７５８５５８８１情報エレクトロニクス

２５１１７０２２２１９６ライフサイエンス

６３１５３５６１７５１０電子デバイスシステム

０４年４Ｑ０４年３Ｑ０４年２Ｑ０４年１Ｑ

＜セグメント別売上高＞

（億円）

（億円）
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主要製品群別売上高の動向
（億円）

３，１３９

８３９

３６６

４９２

１，４４２

３，０９８

５３５

３０３

９０４

７４８

６０８

８３９

１９４

３４９

２９６

２，２９３

４４２

７８９

５５７

５０５

０４年度実績

▲３％

▲５％

＋１２％

▲７％

▲５％

３，０５０

７６８

４７３
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１，４６３
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▲４％

＋１５％

▲２５％

＋６％

３，１３５

８０７

４２２

３７１

１，５３５

【先端産業部材】

　工業材料　

　電子デバイス材料

　光関連部材

　その他

▲２％

▲３％

＋７％

▲１１％

＋２２％

▲２４％

２，５７０

５４７

３４６
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▲２５％

２，６１５

５６４

３２４

６８３

５８８

４５６

【情報エレクトロニクス】

　情報システム

　組立装置

　半導体

　メディアデバイス・情報家電

　その他

▲１３％

＋１４％

▲８％

▲５９％

７４０

２４１

４２６

７３

＋２％

＋９％

＋３２％

▲３９％

８５３

２１２

４６１

１８０

【ライフサイエンス】

　バイオ関連機器

　医用関連製品

　その他

＋３％

＋６％

＋１５％

▲３％

▲１２％

２，３５０

４９４

８８４

５４３

４２９

▲１％

＋５％

▲３％

＋０％

▲３％

２，２８０

４６５

７６９

５５８

４８８

【電子デバイスシステム】

　プロセス装置

　評価・解析装置

　液晶関連装置

　その他

０５年度比０６年度予想０４年度比０５年度実績

Ⅲ．データ集
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＜資料取り扱い上の注意＞

①本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記のない限り

　　すべて連結です。

②数値情報は、億円未満を四捨五入しています。

③増減率は、基本的に円単位で計算しています。

④本プレゼンテーションで述べられている将来の当社業績に関する予想は、現時点で

　　知りうる情報をもとに策定されたものです。当社の参画する産業界はテクノロジーの

　　変化が速く、競争の激しい産業です。また、世界経済、半導体市況、為替相場など、

　　当社の業績に直接的・間接的に影響を与える様々な外部要因があります。

　　従いまして、今後、当社の業績が本プレゼンテーションと異なる可能性があることを

　　お含みおきください。但し、大きな変動がある場合は、証券取引所の適時開示規則

　　及び当社の自発的判断等に基づき、その都度公表していく所存です。

以　上


